
【実験】コイルのリアクタンスの測定（実験書・データ・レポート）

【目的】コイルのリアクタンスを 60Hzの交流電源を用いて測定する。

【準備】チョークコイル（内部抵抗が小さいもの），交流電圧計，交流電流計（または，デジタルマ

ルチメーター 2台），交流電源

【実験方法】

１ 実験装置 図のように，チョークコイルに交流電源をつなぎ，電圧 V
〔V〕と電流 I〔mA〕を測定できるように，交流電圧計と交流電流計を結

線する。

２ 理論

(1)コイルのリアクタンス XL は，XL ＝ ωL ＝ 2πfL と表される。よって，

インダクタンスは L＝ XL ／ 2πf である。

(2)内部抵抗の大きさを r〔Ω〕とする。回路を流れる電流を I 〔A〕＝ I0sinωt とすると，

V＝ rI0sinωt ＋ ωLI0sin（ωt ＋π/2）＝ I0 √ r2 ＋(ωL)2 sin（ωt ＋φ）

この実験で測定できるリアクタンス XL は，XL ＝(① √ r2 ＋(ωL)2 ）だから，

L＝（②（1／ 2πf ）√（XL2 － r2 )）である。

３ 実験

①チョークコイルの巻き線抵抗 rを測定する。

②電源装置で電圧を変化させながら，電圧 V〔V〕と電流 I〔mA〕を測定

する。

③電圧 V と電流 I の関係をグラフにし，コイルのリアクタンスを XL とす

るとき，オームの法則 V ＝ X Ｌ I が成り立つものとして，グラフの傾きか

ら XL を求める。

【結果】

① r ＝〔① 10.0 Ω〕

② 電圧〔V〕電流〔mA〕
0.41 0.83
2.56 5.07
5.04 9.95
7.40 14.52
9.69 18.87
12.12 23.48
14.61 28.17
17.30 33.25
19.62 37.54

【考察】

コイルのンダクタンスについて，内部抵抗を考慮しない場合と考慮した場合について，考察する。

①図は I＝ kVの関係を示しており，k＝ 1.91〔mA/V〕と読める。V＝ XLI より

X Ｌ＝ 1／ k＝ 1／ ☓(1.91 0.001)＝ 523.5･･･Ω 524Ω

コイルの自己インダクタンスは，

L＝ XL ／(2πf)＝ 523.5／(2☓ 3.1416☓ 60)＝ 1.388･･･H 1.39 H
② L＝（1／ 2πf ）√（XL2 － r2 )＝（1／ 2☓ 3.1416☓ 60 ）☓√（523.52 － 10.02 )

＝ 1.388・・・H 1.39 H
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